
原
点
忘
れ
ず

原
点
忘
れ
ず

　

ベ
ス
ト
を
尽
く
す

　

ベ
ス
ト
を
尽
く
す

◆◆読者の声読者の声◆◆ リ レ ー
エ ッ セ イ 最終回最終回
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新新語

十番勝負

新新語

十番勝負

　森林や田園地帯、古い街並みといった、昔からある風景を楽しみながら小道を散策すること。「フッ
トパス」とは日本語で「散歩道」のこと。発祥はイギリスで、広大な貴族の領地によって、庶民の生活
のための道が分断されることに対して「歩く権利」が主張されるようになり、貴族の私有地の中の通り
抜けが認められるようになったのが始まりとされています。

フットパス
ウォーク

　役所やスーパーマーケットといった、誰でも利用できる公共施設などにある身体障害者用駐車場の利
用証発行制度のこと。身体障害者用のスペースは建物の玄関近くなど利用しやすい場所にありますが、
健常者が駐車するなどマナー違反が目立つことから、利用証の発行に踏み切る自治体も増えています。
許可証をルームミラーなどに引っかけることで正規の利用者かどうかを判別できます。

パーキング
パーミット制度

大阪自治労連結成20周年（1989年　
～2009年）に寄せて

タ
テ
の
カ
ギ

❶
太
陽
の
○
○
○
○
○
で
肌
の
ト
ラ
ブ

ル
❷
今
年
も
○
○
○
○
同
様
よ
ろ
し
く

❸
酔
っ
て
○
○
を
巻
く
の
は
最
低

❹
品
位
、気
品
。○
○
○
○
の
あ
る
女
性

❺
得
意
で
誇
り
に
満
ち
た
様
子
。
○
○

○
○
○
○
と
引
き
揚
げ
る

❻
続
け
て
常
に
使
う
こ
と
。
睡
眠
薬
を

○
○
○
○
○
す
る

❽
英
語
の
筆
記
と
○
○
○
○
テ
ス
ト

12
地
震
に
も
倒
れ
な
い
○
○
○
○
○
な

造
り

14
キ
リ
ス
ト
教
の
熱
心
な
○
○
○
○

15
後
ろ
か
ら
○
○
○
射
撃
し
て
も
ら
う

16
○
○
攻
守
の
三
拍
子
揃
っ
た
選
手

17
戦
う
意
気
込
み
。
○
○
を
鼓
舞
す
る

18
歩
く
姿
は
○
○
の
花

19
コ
レ
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
？

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
た
め
し
に
作
っ
た
作
品

❺
○
○
で
も
テ
コ
で
も
動
か
な
い

❼
音
楽
を
演
奏
す
る
集
団

❽
日
常
の
生
活
。
○
○
○
を
共
に
す
る

❾
水
田
に
○
○
を
育
て
米
を
得
る

10
明
石
・
津
軽
・
関
門
・
鳴
門
○
○
○

○
○

11
学
職
の
浅
い
こ
と
。
○
○
○
○
非
才

13
薬
剤
を
与
え
る
こ
と

14
研
究
・
判
断
の
基
礎
と
す
る
材
料
。

参
考
○
○
○
○

15
発
明
王
と
言
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
人

17
↑
↓
広
葉
樹

20
解
答
欄
に
文
字
で
な
く
○
○
○
で
記

入
21
家
計
の
○
○
○
○
が
た
い
へ
ん

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
」「
組
合
名
」「
職

場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と

や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

解
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に

図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。「
声
」

は
「
読
者
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
1
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
０

年
２
月
号
の
紙
面
に
掲
載

10
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
０
９
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ハ
ケ
ン
ホ
ウ

（
派
遣
法
）」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら

41
通
の
解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽

選
で
次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ

ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
大
工
由
美
（
岸
和
田
市
職
労
）、
▼

泉
池
牧
子
（
和
泉
市
職
労
）、
▼
大
岡

由
利
子
（
八
尾
市
職
労
）、
▼
巽
修
治

（
東
大
阪
市
職
労
）、
▼
中
田
昇
（
枚

方
市
職
労
）

10月号の解答
「ハケンホウ」

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：毎年恒例のごあいさつ

■
府
立
中
央
図
書
館
の
職
場
が
、
橋
下
知
事
に
よ
っ
て

「
市
場
化
テ
ス
ト
」
の
対
象
と
さ
れ
、
図
書
館
司
書
の
業

務
縮
小
、
人
員
削
減
が
強
行
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
諸
外

国
で
は
図
書
館
政
策
の
充
実
が
叫
ば
れ
、
そ
の
質
・
量
共

に
う
ら
や
ま
し
い
限
り
の
内
容
に
、
日
本
の
図
書
館
政
策

の
貧
し
さ
を
憂
え
て
い
ま
す
。
日
本
は
先
進
国
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
ん
な
政
策
を
続
け
て
い
る
限
り
、
気
が
つ

け
ば
後
進
国
に
な
り
下
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
い
い
の
で
す
か
。

 

谷
山　

和
央
（
大
阪
府
職
労
）

■
自
治
労
連
・
自
治
労
連
共
済
20
周
年
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

「
詩
の
部
」
で
の
上
垣
優
子
さ
ん
（
吹
田
関
連
労
組
）
の

入
選
を
心
よ
り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
大
阪
自
治
労
連
執

行
部
と
し
て
非
正
規
職
員
の
先
頭
で
活
躍
さ
れ
、
枚
方
の

非
常
勤
裁
判
で
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
彼
女
の

や
さ
し
さ
と
力
強
さ
が
現
れ
た
秀
作
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
も
非
常
勤
裁
判
で
非
正
規
問
題
で
初
め
て
市
民
ビ

ラ
を
つ
く
り
ま
し
た
。「
こ
の
一
枚
か
ら
き
っ
と
何
か
が

始
ま
る
の
だ
か
ら
…
」
の
思
い
を
込
め
て
…
。

 

中
田　

昇
（
枚
方
市
職
労
）

■
保
育
所
の
最
低
基
準
撤
廃
の
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
国

は
待
機
児
童
解
消
を
つ
め
こ
み
で
す
ま
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
戦
後
の
貧
し
い
時
代
に
で
き
た
最
低
基
準
、
も
っ
と

よ
く
な
っ
て
当
た
り
前
な
の
に
！

 

橋
谷　

行
世
（
八
尾
市
職
労
）

チ ヨ ク ハ ン ダ シ
ヨ ウ イ ン タ イ ヨ
ツ テ ケ ン ジ ヨ ウ
ケ ン テ イ ヨ ウ シ
イ イ ト ウ ヒ ン
ビ ジ ヨ ン ン

シ ジ ユ ウ カ タ ノ
ヒ ヨ ウ ツ ウ ホ ウ

自治労連近畿ブロック書記学習交流会であいさつする宮本さん（1998年）

と
し
て
活
動
。
大
阪
だ
け
で
は

な
く
、
全
国
の
多
く
の
書
記
の

仲
間
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
外

に
目
を
向
け
、
視
野
を
広
げ
る

機
会
を
与
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
、
今
の
自
分
に
大
き
な
プ
ラ

ス
に
な
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

公
務
職
場
へ
の
攻
撃
・
締
め

つ
け
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な

り
、
組
合
役
員
の
組
合
活
動
が

大
幅
に
制
限
さ
れ
る
と
同
時

に
、「
団
塊
の
世
代
」
の
役
員

が
退
職
し
、
新
し
い
役
員
が
増

え
て
い
る
今
、
組
合
業
務
に
職

業
と
し
て
専
念
す
る
こ
と
の
で

き
る
書
記
の
役
割
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
大

阪
自
治
労
連
に
結
集
す
る
書
記

の
中
で
、
も
う
ず
い
分
「
古

株
」
の
書
記
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、「
組
合
っ
て
す
ご

い
！
」
と
感
じ
た
「
書
記
の
原

点
」
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
持
ち

場
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）
当
時
は
「
自
治
労
大
阪
府

本
部
衛
星
都
市
職
員
労
働
組
合
連

合
会
」

　1961年生まれ。生まれも育ちも住まいも
職場もだんじりの町・岸和田市という「生
粋の岸和田っ子」。1985年より岸和田市職
労書記。大阪自治労連書記部会副部会長・
部会長、近畿ブロック書記部会部会長を歴
任。夫は日本共産党衆議院議員の宮本たけ
し氏。

宮本　ゆかりさん

と
。

　

そ
れ
ま
で
「
長
時
間
労
働
・

休
暇
な
し
」
が
当
た
り
前
だ
っ

た
自
分
に
と
っ
て
は
目
か
ら
ウ

ロ
コ
の
瞬
間
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
私
の

「
書
記
人
生
」
で
す
が
、
当
時

か
ら
、
私
た
ち
の
先
輩
方
は
大

阪
の
自
治
体
労
働
組
合
で
働
く

書
記
の
集
ま
り
と
し
て
「
衛
都

連
（
※
）
書
記
会
議
」
を
つ
く

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
職
労
の
組

合
員
・
役
員
か
ら
信
頼
さ
れ
、

労
働
組
合
運
動
を
共
に
進
め
る

書
記
局
の
一
員
と
し
て
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
議
論
し
、
深
め
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
私
た
ち
書
記
の
長
年
に
わ

た
る
全
国
的
な
議
論
は
や
が
て

「
自
治
労
連
書
記
政
策（
案
）」

と
し
て
、
２
０
０
０
年
、
大
阪

で
開
催
さ
れ
た
自
治
労
連
第
22

回
定
期
大
会
で
、
大
会
の
附
属

方
針
と
し
て
確
立
さ
れ
ま
し

た
。全

国
の
仲
間
と
出
会
っ
て

視
野
が
広
が
っ
た

　

大
阪
で
は
、
自
治
労
連
が
結

成
さ
れ
た
後
の
書
記
の
集
ま
り

は
「
大
阪
自
治
労
連
書
記
部

会
」
と
な
り
、
１
９
９
３
年
、

部
会
の
幹
事
に
選
出
さ
れ
た
私

は
翌
年
か
ら
２
０
０
２
年
ま
で

は
副
部
会
長
、
２
０
０
４
年
か

ら
２
０
０
８
年
ま
で
は
部
会
長

こ
で
働
け
る
の
だ
ろ
う
？
」
と

不
安
に
思
っ
て
い
た
矢
先
、
縁

あ
っ
て
岸
和
田
市
職
労
の
書
記

に
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
お
話

が
あ
り
、
転
職
し
ま
し
た
。

闘
う
労
働
組
合
に

「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
」

　

実
際
に
組
合
で
働
き
始
め
て

本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
市
役
所

の
職
員
は
こ
ん
な
に
も
労
働
条

件
が
整
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し

て
そ
れ
を
勝
ち
取
っ
て
こ
ら
れ

た
の
は
「
た
た
か
う
労
働
組

合
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
な
ん
だ
、

　

私
が
書
記
に
な
る
前
に
働
い

て
い
た
会
社
は
、
働
き
が
い
は

あ
っ
た
も
の
の
、
度
を
越
え
た

残
業
が
日
常
茶
飯
事
で
毎
日
ク

タ
ク
タ
。
会
社
に
労
働
組
合
は

な
く
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
月
数

や
査
定
な
ど
も
、
そ
の
数
字
の

根
拠
が
社
員
に
詳
し
く
知
ら
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
女
性
社
員
が
結
婚
後
も
働

き
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
に
等

し
く
、「
こ
の
先
い
つ
ま
で
こ

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

　

前
月
号
で
、
現
評
の
山

岡
作
雄
さ
ん
の
名
前
が
間

違
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
訂
正
し
ま

す
。

1 2 3 4 5 6

7 8

9 10

11 12 13

14

15 16

17 18 19

20 21

Checkザ給付！


